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デジタル付箋を使ってみよう

■校種・学年 ：小学校以上

■活用の概要 ：

デジタル付箋は、みんなで意見を出し合ったり、それを整理したり
するときに大変便利な機能である。さまざまな学習活動で児童生徒が
主体的に学びのツールとして使いこなすことができるよう、使い方の
指導を行った。
身近なテーマを題材にして、テーマから思い付く言葉をたくさん書

き出し、それを仲間分けして、どのようなグループになるのか名前を
付ける活動を行った。

■準備するもの：
・デジタルホワイトボードソフト（OS標準）

■アドバイザーからのコメント
デジタル付箋を使うと、様々な情報を複数人で効

率的に収集したり、簡単に整理したりすることがで
きます。
児童生徒がこのようなツールの使い方を習得する

ことで、様々な教科の学習活動において、よりよく
活用していくことができます。自分で考えるための
ツールとして、様々な学習の場面で必要に応じて活
用することができるようにするための、楽しい体験
を重視した練習です。
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３人程度のグループで１フレーム(1枚のボード)を
使って思い付く言葉をどんどん入力させる。誰がど
の色の付箋を使うか決めておくと、誰が入力したの
かが分かり、便利である。
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テーマは「お昼の休憩時間」。作成した付箋をみん
なで動かしながら仲間分けを行い、グループごとに
名前を付けて情報を整理している様子。

低学年でも手書き機能を活用して入力することがで
きる。


